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昭
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十
四
年五
月
十
六日（
於
本所
）

仁
和
寺の
古
文
書
調
査
につ
いて田
中

稔

南
都
諸
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古図
につ
い
て
　小
林

剛

２
　昭
和三
十
四
年
九月二
十
六日（
於現
地
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平
城
宮
跡
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査
報
告
会

Ｂ
展
１

観

昭
和三
十
四
年五
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六日（
於
本
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仁
和
寺
関
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古
文
書
及
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都
諸
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遺
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文
化
財
保
護法
　抜
萃
昭
和二十五
年五
月三
十日
）

（
法
律
第
ニ
　ー
　四号

第二
十
条
　委
員
会の
附
属
機
関
として
文化
財

専
門
審
議会
、
国
立博
物館
及
び国
立文
化
財

研
究
所
を置
く
。

第二
十三
条
　国
立文
化
財研
究
所
は文
化
財
に

関
す
る調
査
研
究、
資料
の
作
成及
びそ
の
公

表
を行
う
。

２
　国
立
文化
財
研
究
所
の
名
称
及
び位
置
は
、

左
の
通
り
と
す
る。
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３
　国
立文
化
財研
究
所
に
は
支
所
を置
くこ
と

がで
き
る
。

４
　国
立
文化
財研
究
所及
びそ
の
支
所
の
内
部

組
織
は
、委
員
会規
則
で
定
め
る
。

奈
良国
立文
化
財
研
究所
組
織
規
程

昭
和二
十
七
年
三
月
二
十
五
日
）

（
文
化
財
保
護
委
員
会
規則
第五
号

沿
革
、昭
和
二
十
九
年
六月
二
十
九日
）

（
　
　文
化
財
保
護委
員
会
規則
第五
号

（
奈良
国
立文
化
財
研
究
所
の
組
織
）

第一
条
　奈良
国
立文化
財
研
究
所
の
所
掌
事
務

を分
掌
させ
る
ため
左
の四
室
を置
く
。

美
術工
芸
研
究室

建
造物
研
究
室

歴
史
研
究
室

庶
務
室

（
美
術工
芸
研
究
室の
所
掌
事
務）

第二
条
　美
術工
芸
研
究
室に
おいて
は、絵
画
、

彫
刻
、工
芸
品
、
書跡
そ
の
他
建
造物
以
外
の

有形
文化
財
並
び
に工
芸技
術
に関
す
る調
査

研
究
並
び
に
その
結果
の
普及
及
び活
用
に
関

す
る
事
務
をつ
か
さ
ど
る
。

（
建
造
物研
究
室の
所
掌
事
務）

第三
条
　建
造
物
研
究
室
に
おい
て
は
、
建
造
物

に
関
す
る
篳
査研
究
並
びに
その
結
果
の
普
及

及
び活
用
に
関
す
る事
務
をつ
か
さど
る。

（
歴
史研
究室
の
所
掌
事
務）

第四
条
　歴
史
研
究
室
忙おいて
は、
考
古
及
び

史
跡
に
関
す
る調
査研
究
並
びに
そ
の
結
果
の

普
及
及
び活
用
に
関
す
る
事
務
を
つ
か
さ
ど

るＯ

（
庶
務
室
の
所
掌
事
務）

第
五
条
　庶
務
寔
に
おいて
は、
左
の
事
務
をつ

か
さ
ど
る
。

一
、別
に
文化
財
保
護委
員
会
から
委
任
を受

け
た
範囲
に
おけ
る職
員の
人
事に
関
す
る

こ
とＯ

二
、公
文
書
類の
接受
及
び公
印
の
管
守そ
の

他
庶
務
に
関
す
るこ
と
。

三
、
経
費
及
び
収
入の・予
算
、
決
算
その
他
会

計
に
関
す
るこ
と
。

四
、
行
政
財
産
及
び
物
品の
管
理
に
関
す
るこ

五
、
職
員の
福
利
厚
生
に
関
す
るこ
と
。

附
　
　
　
則

こ
の
規
則
は
昭
和二
十
七
年四
月一
日
か
ら
施
行

す
る。
附
則（
昭
和二
十
九
年
六月
二
十
九
日
文化
財

保護
委
員
会
規
則
第一
号
）

こ
の
規
則
は
、
昭
和二
十
九
年
七
月一
日
か
ら
施

行
す
る
。
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